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論 文 題 目 

Immunohistochemical staining of versican as a potential marker for predicting lymph node 

metastasis in gastric cancer                                        

(胃癌のリンパ節転移を予測する潜在的なマーカーとしてのバーシカンの免疫組織化学染色)                                                   

                                                

要     旨 

ア．緒  言（目的）                                             

・胃癌は一般的ながんの一つで、本邦においては罹患数、死亡数ともに３番目に高い。                

・リンパ節転移は胃癌の予後を決定する重要な因子の一つである。                                

・癌転移の重要なメカニズムの一つに上皮間葉転換が存在する。                                

・上皮間葉転換に関与するとされるバーシカンの発現とリンパ節転移の関係を免疫組織学的に評価する

ことを目的とした。                                             

                                                

イ．研究対象及び方法（材料を含む）                                             

・24 の胃癌患者のホルマリン固定パラフィン包埋組織を用いた。                                

・12 の症例はリンパ節転移を有し、残りの 12 の症例はリンパ節転移がない症例が選択された。                

・抗バーシカン抗体を用いた免疫組織化学染色を行い、①染色面積②最も強い染色の強度③2 番目に強

い染色の強度④総合評価の４つの指標を用いて評価した。                                



 № 2   

・バーシカンによる細胞の挙動を確認するために胃癌細胞株（MKN74）を用いてスクラッチアッセイ 

を行った。                                             

                                                

ウ．結  果                                             

・リンパ節転移を伴う症例は伴わない症例と比較して、免疫組織化学染色の４つの指標の全てにおいて

有意に高い数値を示した。                                                

・リンパ節転移がない症例では全く染色されない症例が２例観察された。                 

・VCAN 蛋白を添加すると胃癌細胞株の移動能増加が観察された。                                             

                                                

エ．考  察                                             

・リンパ節転移の有無は胃癌の手術範囲を決定する主な要因であるため、様々な分子を対象とした研究

が行われている。 

・リンパ節転移と関連する分子として SERPINNH1、MiR-6745、IGFBP1、LATS1、eEF2K などが

報告されているが、バーシカンとリンパ節転移の関係を直接検討した研究は十分にない。            

・バーシカンの高発現に関しては膀胱癌、食道癌、卵巣癌、乳癌など様々な組織で報告がある。            

・胃癌においては腫瘍浸潤との関連や新規予後マーカーとしての可能性が報告されている。            

・本研究はリンパ節転移を伴う組織と伴わない組織を直接比較した初めての研究である。            

・バーシカンはより侵襲性の高い腫瘍で高発現し、リンパ節転移のマーカーとして機能することが示唆

された。 

・染色強度の数値による証明は免疫組織化学染色の自動定量化における検出にも寄与できると考える。 

・バーシカンによる胃癌細胞の移動能増加は免疫組織化学染色の染色結果と一致していることから、胃

癌の転移と関連するさらなる裏付けとなった。 

                                                

オ．結  語（まとめ）                                             

・胃癌患者の予後予測や治療決定に重要なリンパ節転移の新規マーカーとして、免疫組織化学染色を用

いたバーシカンの評価が有用であることを示した。                          


